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====================================================================== 

学会情報：新規入会・お知らせ・投稿・イベント等のご案内 

====================================================================== 

 

■新規入会のご案内■ 

・ウェブサイト上からご入会できます。 

 会費は年度制（4 月～翌 3月）です。 

 入会希望の方はこちらからお願いいたします。 

 https://www.nkg.or.jp/nyukai/ 

 

 ご不明な点は下記へお問合せください。 

 会員サービス係 Tel：03-3262-4291 E-mail：kaiin@nkg.or.jp 

 

・賛助団体会員リンク集 

  https://www.nkg.or.jp/gakkai/mokuteki/sanjo/ 

 

■お知らせ■ 

・2023 年度第 4回支部集会（関西支部）活動開催報告（3/16 開催） 

 https://www.nkg.or.jp/event/.assets/2023_kansai_hokoku.pdf 

 

・2023 年度日本語教育学会 各賞受賞者・受賞論文の発表 

 https://www.nkg.or.jp/.assets/sho_2023_jyusho.pdf 

 

・NKG TV シリーズ 「これからの日本語教育人材養成を考える」動画公開 

 第 2 回「日本語教師養成の制度と大学における新たな日本語教員養成のあり方」 

 https://youtu.be/c9rthJDYO7g?si=I1EgWqHAHZISiJIj 

 第 3 回「大学と日本語教育機関の連携による日本語教師養成」 

 https://youtu.be/tfptd0yjb2Y?si=L1bVQ_Ur8TaFlWhW 

 

・『日本語教育』190 号の特集テーマ決定 

 https://www.nkg.or.jp/news/2024/2024_04_10.html 

 

・日本語教育学会 Facebook https://t.co/FCSBmkfR2q 

 

・日本語教育学会 X(旧ツイッター） https://twitter.com/NKGkouhou 

 ※日本語教育関連の報道情報については，上記 X で毎月 2 回（1日・15日頃） 

  配信していますので，ぜひご覧ください。 

 

・学会誌『日本語教育』X（旧ツイッター） https://twitter.com/NKGgakkaishi 



 

・各種教育機関等の日本語教師募集情報をご案内しています。 

 https://www.nkg.or.jp/boshu 

 

■助成■ 

・【5/10 締切】2024 年度日本語教育グローバル人材奨励プログラム 

 https://www.nkg.or.jp/news/2024/2024_02_01.html 

 

■発表募集■ 

・【6/25 締切】2024 年度秋季大会発表募集 

 開催日：2024 年 11 月 16日（土）・17 日（日） 

 会場：姫路市市民会館（兵庫県姫路市） 

 https://www.nkg.or.jp/event/taikai/20240305_2638751.html 

 

■出展募集■ 

・【5/15 締切】交流ひろば出展募集 

 2024 年度九州・沖縄支部集会 

 日時：7 月 20 日（土） 会場： 福岡県中小企業振興センター  （対面開催） 

 https://www.nkg.or.jp/event/shibu/20240209_2625941.html 

 

・2024 年度北海道支部集会 

 日時：8 月 31 日（土） 会場： 北見工業大学  （対面開催） 

 https://www.nkg.or.jp/event/shibu/20240209_2590751.html 

  

■参加募集■ 

・【5/15 事前参加登録締切】2024 年度春季大会 

 日時：5 月 25 日（土）・26 日（日） 

 会場：オンライン開催 

 参加費：会員でない方 5,000 円 会員 3,500 円 

     会員（有効学生証提出済みの方）2,000 円 

 ※有料プログラムは当日参加はできませんので必ずマイページより事前参加登録を行ってください。 

 ※大会プログラム，大会ポスター，発表要旨，託児助成などはこちらから。 

 https://www.nkg.or.jp/event/taikai/20231010_2489897.html 

 

・ICJLE2024 日本語教育国際研究大会 

 日程：8 月 1 日（木）～3日（土） 

 開催地：米国ウィスコンシン州マディソン市 

 https://web.cvent.com/event/ebf085e5-afea-4752-9bd6-4c7b1e60ccc0/summary 

 ※大学院生ワークショップへのご参加も受付中！ 

 https://www.nkg.or.jp/news/2024/2024_02_26.html 

 

■刊行■ 



・学会誌『日本語教育』187 号 発行  

 

＜閲覧・購入について＞ 

◆181 号以降の掲載論文の要旨（和文・英文）は無料公開中です。 

  掲載論文本体についても，会員でない方も閲覧・購入が可能ですので，ぜひご利用ください。 

  https://www.nkg.or.jp/gakkaishi/yomu/ 

  

◆182 号～187 号の掲載論文は，マイページからダウンロード可能です。 

  https://m4.members-support.jp/NKG/ 

  本年度会費の納入が完了している会員の方は，無料です。会員でない方もマイページで 

 「新規ユーザ登録」（無料）をしていただければ，以下の価格にてご購入いただけます。  

 1論文あたり：550 円（税込），1号あたり：2,750 円（税込） 

 ※いずれも決済時に別途手数料が必要です。 

◆137 号以降，刊行後 2年を経過した掲載論文は J-STAGE で閲覧可能（無料）です。 

 但し，執筆者からの公開許可を得たものが対象となります。 

  https://www.jstage.jst.go.jp/browse/nihongokyoiku/-char/ja/ 

◆冊子版の購入方法（会員・非会員共通）： 

 全国の書店よりご注文いただくか，株式会社凡人社の麹町店または通信販売（送料別途）にてお求め 

いただけます。冊子版の価格は，以下のとおりです。 

 166 号以降：3,800 円＋消費税／『日本語教育』165 号まで：2,500 円＋消費税 

 

＜掲載論文（収録順）＞ 

【特集】日本語教育における質的研究の動向 

〔寄稿論文〕 

 日本語教育における質的研究に求められるもの 

―協働的リフレクシビティからフィールドの変革を考える― 

 （舘岡洋子） 

 日本語教育におけるライフストーリー研究の展開と今後の展望 

 ―ライフストーリー研究は日本語教育に何をもたらすことができるか― 

 （瀬尾悠希子） 

 エスノグラフィーによる日本語教育研究 

 （福永由佳） 

 複線径路等至性アプローチ（TEA）の鍵概念 

―日本語教育研究で TEA を活用するために― 

 （小澤伊久美） 

 M-GTA による日本語教育研究 

―M-GTA 文献データベースにおける日本語教育領域論文の分析― 

 （根本愛子） 

〔論文〕 

 理系教員が持つ留学生教育観の構造 

―留学生プログラムを運営する理系教員の葛藤― 

 （阿久澤弘陽・河内彩香・佐々木幸喜・河合淳子） 



 外国人介護士の介護施設内コミュニケーションの変容 

―SCAT での分析に見られる十全的参加への過程― 

 （國澤里美・和田礼子・吉里さち子） 

 同期型オンライン授業継続に至る日本語教師の意識変容プロセスとその要因 

 ―現役日本語教師へのインタビュー調査から― 

 （蒲田薫） 

 現職日本語教師の研修参加径路の可視化 

―現職者 4 名が日本語教師【中堅】研修参加に至るまで― 

 （平山允子・津坂朋宏・栃丸華緒・小坂凜） 

 

【一般投稿】 

〔論文〕 

 地域住民参加型の防災学習の必要性 

―LEGOⓇで対話を生み出す実践から― 

 （小口悠紀子） 

 自動詞に偏る自他両用漢語動名詞の取り扱い 

―「普及スル」を例に日本語教育に必要な記述を探る― 

 （村上佳恵） 

 日本語学習者の文構造の複雑さに関する数量的研究 

―I-JAS のストーリーライティングの場合― 

 （李文平・劉海濤） 

 中華民国新民会日本語教授法指導書の一考察 

―熊野逸馬『日本語と日本語教授法概要』の分析― 

 （中村重穂） 

 外国につながる児童生徒の家庭における日本語の使用状況と教科の学力の関係に関する一考察 

 （市瀬智紀） 

 大学での日本語教員養成課程は，何を目指すのか 

―養成担当教員への調査から見えた課題と展望― 

 （北出慶子・澤邉裕子・嶋津百代・杉本香） 

 上級学習者の討論のための言い換え練習 

 （加藤陽子） 

〔研究ノート〕 

 日本語教員養成課程履修生の E タンデム前後の教授行動の変容 

―外国語相互作用分析システムによる授業分析を通して― 

 （末繁美和） 

===================================================================== 

ＮＫＧメールマガジンへの情報提供 

===================================================================== 

締切は毎月 20 日，配信は 1日が基本です。内容確認等の上，メ－ルマガジンに掲載します。 

詳しくはこちらをご覧ください。 

https://www.nkg.or.jp/mailmagazine 

 



＜フォント＞このメールマガジンは,等幅フォントでご覧ください。 
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